
















































































































































































































































































為と思考』鳳書房〔Schon,‌Donald　A.,‌1983.‌The Reflective Practitioner: How Professionals Think in 
Action.‌Basic‌Books.〕。
中川李枝子作・大村百合子絵，1967，『ぐりとぐら』福音館。
廿日出里美，2011，「保育者養成という現場の日常－人々を実践に向かわせる知の再構成－」『教育社会学研
究』第88集，pp.‌65-86。
廿日出里美，2019，「実践に向かう知の再構成」『教員免許状更新講習テキスト幼稚園教員コースB ３：豊か
な保育実践へのワーク』安田女子大学・安田女子短期大学，pp.‌2-14。
三木清，2001，『創造する構想力』（大峯顯編）京都哲学選書第18巻，燈影舎。
山崎俊彦，2018，「IoT・AI技術の保育への応用可能性」（最終閲覧日：2020年7月22日）https://todai.tv/
contents-list/2018FY/cedep/08。
　１人のカリスマが１万人を集めて実施するワークショップよりも、身近な10人を集めて1,000 ヶ所で
実施するワークショップに価値を置いています。なぜなら、これからの社会を共生的なものにするため
には、さまざまなコミュニティや場面でワークショップが繰り返し実施され、多様なコミュニティが結
ばれていくことが不可欠だからです。〔筆者　傍線〕
8　‌九州大学ソーシャルアートラボは科学と理性だけでは解決困難な社会的課題に対して，アートを用いて解
決へと導く方法に関する研究・教育・実践・提言を，学際的共同作業を通じて行うことをミッションとし
ている。
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対人援助職に求められる研修プログラムの検討
［付記］本研究で考案した研修プログラムの内容は平成20 ～ 22年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「実
践知の創造を支援する活動システム理論の構築」（研究代表者：廿日出里美，課題番号：2053078），ならびに，
平成23 ～ 25年度科学研究助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（C）））「実践知の創造を支援する
ワークショップのアクションリサーチ」（研究代表者：廿日出里美，課題番号：23531145）助成を受けた研
究成果の一部である。ワークの企画趣旨は筆者個人の見解であり，所属機関とは無関係である。
〔2020.　9.　17　受理〕
コントリビューター：永田　雅彦　教授（保育科）
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